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南房総食材を使ったハンバーグレシピ
まちの話題
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エコ★ニュース
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感
染
経
路　
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
飲

食
物
を
口
に
す
る
こ
と
や
、
感
染
者
の
便
や

お
う
吐
物
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

症
状　
主
症
状
は
急
性
の
胃
腸
炎
で
す
。

食
べ
て
か
ら
24
時
間
か
ら
48
時
間
で
発
症

し
、
吐
き
気
や
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
軽

い
発
熱
な
ど
が
１
日
か
ら
２
日
続
き
ま
す
。

発
熱
や
頭
痛
、
上
気
道
炎
な
ど
風
邪
に
似
た

症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
な
く
な
っ
て
も
、
通
常
で
は
１
週

間
程
度
、
長
い
時
に
は
１
か
月
程
度
ウ
イ
ル

ス
の
排は
い
せ
つ泄
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
・
増
殖
す
る
部
位

は
小
腸
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
次
感
染

を
防
ぐ
に
は
、
清
潔
を
保
つ
こ
と
と
食
品
を

十
分
に
加
熱
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

食
中
毒
は
、
夏
の
暑
い
季
節
に
し
か
起
こ

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
夏
の
食
中

毒
の
多
く
は
細
菌
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
冬

の
食
中
毒
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
す
。
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
11
月
く
ら
い
か
ら
発
生

件
数
が
増
加
し
は
じ
め
、
12
月
か
ら
翌
年
１

月
が
発
生
の
ピ
ー
ク
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

原
因　
過
去
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
食

中
毒
事
例
の
う
ち
で
も
約
７
割
で
は
原
因
食

品
が
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
原
因
の
一
つ

と
し
て
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

二
枚
貝
が
あ
り
ま
す
。
感
染
者
の
便
に
含
ま

れ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
下
水
か
ら
二
枚
貝
の

生
息
域
に
紛
れ
込
み
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
共

に
吸
い
込
ま
れ
て
貝
の
中
で
濃
縮
さ
れ
る
た

め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
分
に
熱
す
れ

ば
食
べ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
加
熱
不

足
の
ま
ま
食
べ
る
と
感
染
し
て
し
ま
い
ま

す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
・

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

予
防
法　

手
洗
い
・
加
熱
・
消
毒

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

①　

き
っ
ち
り
手
洗
い　

　

ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
す
た
め
、
調
理
の
前

後
、
食
事
の
前
、

ト
イ
レ
や
お
む

つ
交
換
、
ペ
ッ

ト
を
触
っ
た
後

な
ど
は
、
必
ず

石
け
ん
と
流
水

で
十
分
に
手
洗

い
し
ま
し
ょ
う
。

②　

し
っ
か
り
加
熱　

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
汚
染
の
お
そ
れ
の
あ
る

二
枚
貝
な
ど
の
食
品
の
場
合
は
、
中
心
部
が

85
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
の
加
熱
が
望
ま
れ
ま

す
。

③　

衛
生
管
理

　

調
理
器
具
な
ど
は
洗
剤
な
ど
を
使
用
し
十

分
に
洗
浄
し
た
後
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム（
塩
素
系
漂
白
剤
）に
浸
す
よ
う
に
拭
く
こ

と
で
ウ
イ
ル
ス
を
失
活
化
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ま
な
板
・
包

丁
・
へ
ら
・
食

器
・
ふ
き
ん
・
タ

オ
ル
な
ど
は
熱

湯（
85
℃
以
上
）

で
１
分
以
上
の

加
熱
が
有
効
で

す
。

④　

汚
物
処
理

　

床
な
ど
に
飛
び
散
っ
た
患
者
の
お
う
吐
物

や
便
を
処
理
す
る
時
は
、
マ
ス
ク
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
手
袋
を
着
用
し
、
汚
物
中
の
ウ
イ
ル

ス
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
な
ど
で
静
か
に
拭
き
取
り
ま
す
。
拭
き

取
っ
た
後
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
塩
素
系
漂
白
剤
）で
浸
す
よ
う
に
床
を
拭

き
取
り
、
そ
の
後
水
拭
き
を
し
ま
す
。
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地産地消運動2014の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第4回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用 南房総食材を使ったハンバーグレシピ南房総食材を使ったハンバーグレシピ南房総食材を使ったハンバーグレシピ

【作り方】

【作り方】

【材料】（4人分）

【材料】（4人分）

下ごしらえ
①　ひじきを戻して細かく切る。
②　ナスを水にさらして灰汁を抜く。
③　 ニンジン・ジャガイモ・サツマイモを柔らかくな
るまで茹でる。

ハンバーグ
①　 ひき肉に水を加えながら、粘りが出るまでよく混
ぜる。

②　 残りの材料を入れてよく混ぜ、叩いて空気を抜き
ながら成形し、片面を焼いてオーブン皿に移す。
（焼いた時の肉汁はソースに使う。）

③　 下ごしらえをした野菜などを、ハンバーグの上に

ハンバーグ
①　 玉ネギとニンジン
を炒める。

②　 ①と残りの材料を
混ぜ、成形して焼
く。

ハンバーグ　ひき肉（合いびき）　400ｇ、玉ネギ　
1個（みじん切り）、乾燥ひじき　10g、パン粉・牛乳・
水　各適量
仕上げ　ナス　2本、ズッキーニ　中1本、ニンジン
　小1本、ジャガイモ　2個、サツマイモ　小1本（全
て半月切り）、ミニトマト　適量、塩　少々、オリー
ブオイル　適量
ソース　小麦粉　25g、バター　25g、牛乳　300cc、
塩・こしょう　少々、コンソメ・しょうゆ　各適量

ハンバーグ　おから　600ｇ、玉ネギ　2個（み
じん切り）、ニンジン　2本（みじん切り）、粒
こんにゃく　4袋、片栗粉　少々、塩・こしょ
う　少々
たれ　白出汁・片栗粉・大根おろし　各少々、
大葉・ナス・パプリカ（赤・黄）　各適量

審査員特別賞

吉
よ し だ

田　歩
あ ゆ と

音さん（丸小 5年）

「房総盛り盛りバーグ」

審査員特別賞・千倉町料理飲食店組合賞

野
のむら

村　有
ゆ い

以さん（富浦小 5年）
「ヘルシーおから・ひじきハンバーグ」

交互に重ね、半分に切ったミニトマトを乗せる。
④　③に塩をふり、オリーブオイルを回しかける。
⑤　180℃のオーブンで20～ 25分焼く。
ソース
①　 小麦粉とバターを、レンジ（600w）で 1分半加
熱する。

②　泡だて器で混ぜ、牛乳を少しずつ入れる。
③　 レンジ（600w）で2分加熱し、混ぜる。（とろみ
が出るまで繰り返す。）

④　 ③にコンソメ、ハンバーグの肉汁、塩・こしょう、
しょうゆを入れ、味を整えハンバーグにかける。

仕上げ
①　ナスとパプリカを素揚げにする。
②　 沸騰させた白出汁に片栗粉を入れ、とろ
みをつけ、①と和える。

③　 ハンバーグに②と大葉、大根おろしを添
える。
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【
全
国
の
市
町
村
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
保

険
法
に
基
づ
き
全
国
全
て
の
市
町
村
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
で

す
。
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
あ
る
い
は
経

験
の
あ
る
看
護
師
、
主
任
介
護
支
援
専
門

員
、
介
護
支
援
専
門
員
と
い
っ
た
専
門
職

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
よ
っ

て
市
町
村
が
直
営
し
て
い
る
場
合
と
、
社

会
福
祉
法
人
な
ど
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

南
房
総
市
の
場
合
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
平
成
18
年
か
ら「
社
会
福
祉
法

人
」へ
の
委
託
に
よ
っ
て
、
内
房
地
区（
富

浦
・
富
山
・
三
芳
地
区
）を
担
当
す
る「
南

房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ

ス
の
里
」と
外
房
地
区（
白
浜
・
千
倉
・
丸

山
・
和
田
地
区
）を
担
当
す
る「
南
房
総
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
丸
山
」の

２
箇
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
包
括
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
】

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
関
わ
る（
利
用

さ
れ
る
）業
務
は
、
主
に
高
齢
者（
65
歳
以

上
）の
人
の
介
護
や
福
祉
な
ど
に
関
す
る

生
活
上
の
困
り
事（
＝
ニ
ー
ズ
）な
ど
の
相

め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
、
必
ず
し
も
全
て
の
相
談
が
解
決
で
き

た
り
、
希
望
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ほ

か
の
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
機
関
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
生
活
上
の
困
り
事
を
解
決
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
を

一
緒
に
考
え
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

【
増
え
る
深
刻
な
相
談
】

　

相
談
の
中
に
は「
同
居
し
て
い
る
家
族

か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
」と

い
っ
た
虐
待
に
関
す
る
深
刻
な
相
談
や
、

「
近
所
付
き
合
い
は
あ
ま
り
な
い
が
、
最

近
家
の
中
が
散
ら
か
っ
て
い
て
、
食
事
も

ろ
く
に
摂
っ
て
い
な
い
み
た
い
」な
ど
地

域
社
会
と
関
係
が
上
手
に
保
て
ず
孤
立
し

て
い
る
こ
と
も
影
響
し
た
相
談
が
目
立
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
さ
ら
に

不
況
と
い
う
世
相
を
反
映
し
て
か
、「
同
居

し
て
い
る
家
族
が
仕
事
に
就
い
て
お
ら

ず
、
親
の
年
金
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
」と
い
っ
た
高
齢
者
本
人
以
外
の
人
も

談
に
応
じ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
利
用
に
つ
な

げ
た
り
、
相
談
内
容
に
よ
り
適
し
た
相
談

機
関
を
紹
介
し
た
り
す
る
総
合
相
談
業
務

で
す
。

【
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
内
容
は
】

　
「
一
人
暮
ら
し
で
自
動
車
も
運
転
で
き

な
い
た
め
買
い
物
に
困
っ
て
い
る
」「
骨
折

し
て
入
院
し
て
い
た
が
、
自
宅
の
お
風
呂

に
入
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」「
主
治
医
か
ら
介
護
保
険
の
申
請
を
勧

め
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
手
続
き
を
し

て
良
い
か
分
か
ら
な
い
」「
言
っ
た
こ
と
を

す
ぐ
に
忘
れ
て
い
る
、
最
近
で
は
薬
の
飲

み
忘
れ
が
あ
っ
た
り
、
家
族
に
変
な
こ
と

を
言
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
電
話
や

直
接
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
な
ど
で
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

【
こ
ん
な
相
談
も
】

　
「
壊
れ
た
ト
イ
レ
を
介
護
保
険
で
直
せ

る
の
で
す
か
」「
介
護
保
険
を
使
え
ば
病
院

ま
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
る
の
で
す
か
」寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中

に
は
介
護
保
険
な
ど
の
制
度
上
、
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
、
利
用
が
認

生
活
上
の
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー

ス
、
家
族
の
人
が
精
神
の
疾
患
な
ど
高
齢

者
分
野
以
外
の
専
門
職
の
関
わ
り
が
必
要

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

【
突
然
身
に
降
り
か
か
る
介
護
や
福
祉
な

ど
に
関
す
る
生
活
上
の
困
り
事
】

　

ご
本
人
や
同
居
さ
れ
て
い
る
家
族
か
ら

の
相
談
だ
け
で
な
く
、
親
戚
や
近
隣
者
か

ら
の
相
談
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
相
談

や
紹
介
も
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
８
年
以

上
が
経
過
し
ま
す
が
、
い
ま
だ
に「
名
前

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」「
何
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
知
ら
な
い
」と
い
っ
た
声
も
耳

に
し
ま
す
。
非
常
に
残
念
で
す
が
、
高
齢

者
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
と
っ
て

も「
介
護
な
ど
の
生
活
上
の
困
り
事
」が
生

じ
る
こ
と
は
突
然
で
す
か
ら
仕
方
が
な
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
縁
の
な

か
っ
た
介
護
や
福
祉
な
ど
に
つ
い
て「
ど

こ
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
」と

い
っ
た
時
に
、
お
気
軽
に
ご
利
用
・
ご
相

談
い
た
だ
き
た
い
の
が
こ
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

相
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ま
ず
訪
問

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
丸
山　

社
会
福
祉
士　

川　

名　

真　

啓
さ
ん
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12
月
22
日
、
平
成
26
年
度
社
会
福
祉
事

業
功
労
者
等
感
謝
状
贈
呈
式
で
、
前
身
体

障
害
者
相
談
員
と
前
知
的
障
害
者
相
談
員

の
２
人
が
健
康
福
祉
部
長
感
謝
状
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

２
人
の
相
談
員
は
、
永
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
事
業
な
ど
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

耕
作
放
棄
地
は
、
雑
草
や
病
害
虫
の
派

生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
を
再
生
す
る
場

合
、
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
そ
の
取
り

組
み
に
国
や
県
が
支
援
し
ま
す（
自
己
所

有
地
は
対
象
外
）。

内
容　

草
刈
り
、
抜
根
な
ど
の
再
生
作
業

に
対
し
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
７
万
５
千
円

ま
た
は
、
か
か
っ
た
経
費
の
２
分
の
１
を

助
成
す
る
制
度
で
す（
実
施
後
５
年
以
上

の
作
物
作
付
が
必

要
）。

　

詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

事
前
の
審
査
が

あ
り
ま
す
の

で
、
解
消
に
着

手
す
る
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

千
葉
県
農
地
・
農
村
振
興
課

　
　

☎
０
４
３
―
２
２
３
―
２
８
６
２

　
　

農
林
水
産
課

　
　

☎
33
―
１
０
７
１

し
実
態
把
握
を
行
っ
た
上
で
対
応
を
検
討

し
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け

で
は
困
り
事
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
解
決

策
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

も
多
く
、
市
の
保
健
予
防
・
障
害
福
祉
・

生
活
保
護
な
ど
の
担
当
部
署
、
保
健
所
や

千
葉
県
中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、

警
察
署
な
ど
、
ほ
か
の
関
係
機
関
と
必
要

に
応
じ
て
連
絡
を
と
り
、
情
報
共
有
し
な

が
ら
相
談
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
方
と
行
政
・
専
門
職
が
協
力
し

て
行
う
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
】

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
と
い
っ
た「
行

政
や
専
門
職
だ
け
で
は
地
域
を
支
え
ら
れ

な
い
時
代
」が
す
で
に
到
来
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
老
い
も
若
き
も
地
域
の
人
、

皆
で
力
を
合
わ
せ
、
行
え
る
こ
と
を
無
理

の
な
い
範
囲
で
行
い
支
え
あ
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。（
国
は「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」を
提
唱

し
て
い
ま
す
。）

　

家
族
や
身
内
だ
け
で
な
く
、
近
隣
や
知

り
合
い
の
人
が
介
護
や
福
祉
な
ど
に
関
す

る
生
活
上
の
困
り
事
を
話
さ
れ
て
い
る
と

き
に
ご
紹
介
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
困
り

事
に
気
づ
い
た
人
が
勇
気
を
持
っ
て
直
接

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
い
た

だ
く
こ
と
も「
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
支

え
合
う
こ
と
」「
地
域
の
方
と
行
政
・
専
門

職
が
協
力
し
て
行
う
地
域
づ
く
り
」の
第

   

千
葉
県
健
康
福
祉
部
長
感
謝
状

受
賞

   

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
支
援

地域包括支援センター　リブ丸山スタッフの皆さん

知的障害者相談員
三幣　 子（千倉地区）

身体障害者相談員
川名　洋子（和田地区）

一
歩
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

 

南
房
総
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

内
房
地
区（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
）

　
　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
イ
リ
ス

の
里

　
　

☎
20
―
４
０
６
０

　

 

外
房
地
区（
白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
）

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
丸
山

　
　

☎
40
―
１
２
７
７

　
　

健
康
支
援
課　
　

☎
36
―
１
１
５
２
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　東日本大震災の発生から来月で丸 4年がたちます。福島第一原発事故による
電力不足を補うために呼びかけられた節電も、私たちの生活にすっかり定着し
ました。ただ、今は安定した電力供給を受けられていますが、発電所のトラブ
ルなどにより安定供給を受けられなくなる可能性もあります。引き続き、無理
のない範囲で節電にご協力をお願いします。
　家庭における冬場の電力ピークは、朝と夕方の 2回。暖房を入れたり、調理
家電を使う時間帯に集中しています。暖房器具に頼りすぎず、暖かく、快適に
過ごす工夫をして、身も心も、そしてお財布もあったかい冬を過ごしましょう。

節電・省エネ、続けていますか？

■ 電気を使わずに暖かく過ごす方法

首・手首・足首・腹・腰
を温めると

血行が促され体温が
上昇します

ヒダの多い厚手で長めの
カーテンを吊るすと
外気の侵入・熱の流失を
防ぐ効果が高くなります

洗濯物を室内に干すなど
湿度を高く保てば
室温が低めでも
快適に過ごせます

昔ながらの湯たんぽは
乾燥やホコリの
心配は無用

身体をじんわり温めます

平成 26年度環境標語コンテスト　優秀賞
富山中学校２年　菅沼　芽依 さんの作品

【今月の環境標語】

■ 暖房器具の上手な使い方

【エアコン】

【電気カーペット】 【こたつ】

【ファンヒーター】

○室温 20度を目安に設定温度を調節する。
○ フィルターが目詰まりすると効率が悪くなるの
で、こまめに掃除をする。
○ 天井近くにたまった暖かい空気を、扇風機など
を使って循環させる。
○ 室外機は、風通しが悪いと効率が落ちるため、
まわりに物を置かないようにする。

○ そのまま床に敷くと熱が床に逃げてしまうた
め、カーペットの下に断熱シートなどを敷く。
○人のいる部分だけを分割してオンにする。
○ひざかけを併用する。

○ 掛け布団だけでなく、敷き布団と合わせて保温
効果を上げる。
○敷き布団の下に断熱シートなどを敷く。
○天板と布団の間にダンボールを敷く。

○室温 20度を目安に設定温度を調節する。
○ フィルターが目詰まりすると効率が悪くなるの
で、こまめに掃除をする。
○ 窓際に置いて、窓から入ってくる冷たい空気を
上へ押しやり、自然対流を起こして、部屋全体
の空気を均一に暖める。
○ １時間に１～２回、１～２分程度、換気をする。
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消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊ 

日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
金
額
が
過
去
最
高
を

記
録
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
特
殊
詐
欺
」と
は
、
子
や
孫
の
名
を
か

た
り
金
銭
を
だ
ま
し
と
る「
振
り
込
め
詐

欺
」に
加
え
、
金
融
商
品
取
引
の
名
目
に

よ
る
も
の
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
な
ど
の

情
報
提
供
名
目
に
よ
る
も
の
な
ど
、
数
種

類
の
形
態
に
よ
る「
詐
欺
」を
一
括
す
る
呼

び
名
で
す
。

　
「
特
殊
詐
欺
」の
手
法
と
し
て
は
、
従
来

は
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
を
さ
せ

る「
振
込
み
型
」が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
、
最

近
は
、
現
金
を
直
接
手
渡
し
さ
せ
る
と
い

う「
受
取
り
型
」の
手
口
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

警
察
や
金
融
機
関
等
の
連
携
に
よ
る

「
声
か
け
」な
ど
の
被
害
防
止
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
間
一

髪
の
と
こ
ろ
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
直
接

手
渡
し
さ
せ
る
手
口
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な「
声
か
け
」な
ど
に
よ
る
被
害
防
止

が
難
し
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
手
の
特
殊
詐
欺
か
ら
身
を
守
る
た
め

「
現
金
を
取
り
に
行
く
」は
、
詐
欺

消
費
相
談
窓
口
か
ら

ネイサンの南房総滞在記⑥
アパートからの眺め The View from my Apartment

　私はアメリカのオハイオ州出身ですが、今は、富浦に
住んでいますので、前に住んだ場所と全く違う景色を楽
しんでいます。アパートの辺りは、どこを見てもなだらか
な山なみがあり、海岸には歩いて
２分くらいしかかからないので、
オハイオにはない素晴らしい景色
をたくさん見ることができます。
　私の家のあるオハイオ州は景
色が極めて退屈です。ほぼ平らな
地形で、湖も少なく、海もありま
せん。自然が綺麗で好きな公園も
ありますが、家からは他の家やト
ウモロコシ畑しか見えません。州
都のコロンバスに住んでいた時に
も、窓の外はビル以外に何も眺め
られませんでした。
　そのため、南房総の海と山が美
しいと思います。通勤や買い物に
行く時など、日常的に山や海を見ることができて、晴れ
ている日には雪をかぶった富士山を眺めることもありま
す。私は南房総の景色が爽快だと思います。私が住んで
いたオハイオでは見たことのない綺麗なものを毎日見て、
嬉しく思っています。

I am originally from Ohio, but now that I live in Tomiura, I 
can experience scenery unlike anywhere I have lived before. 
Everywhere I look there are rolling, tree-covered hills and the 

beach is just a couple of minutes from my 
apartment. I could never have experienced 
that in Ohio or Tokyo.
My home state of Ohio has the most boring 
scenery possible. It is almost entirely flat, 
has very few lakes, and is nowhere near 
the ocean. There are some pretty parks 
that I like to go to, but around my family’s 
house all I can hope to see are corn fields. 
When I lived in the capital city of Columbus, 
I only saw buildings when I glanced out my 
window.
I much prefer the mountains and sea that 
I see living in Minamiboso. Whether I’m 
commuting to work or going shopping, I can 

always see the mountains and the sea. On a clear day I can 
even see a snow-capped Mt. Fuji. Maybe it’s just because it’
s new to me, but I find the scenery in southern Chiba exciting. 
There’s so much more beauty to see everyday here than 
anywhere I have lived before

南房総市国際交流員

文・訳　ネイサン・ブラックウェル

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください!
　南房総みんみんネット「国際交流員:ネイサン」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=130

The shore by my apartment
私のアパートに近い海岸

お
電
話

く
だ
さ
い

に
は
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
の
心
が
ま
え

が
大
切
で
す
。

　

少
し
で
も「
怪
し
い
」と
感
じ
た
ら
、
ま

ず
は
信
頼
で
き
る
人
、
消
費
生
活
相
談
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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第
64
回『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』作

文
コ
ン
テ
ス
ト
小
学
校
の
部
で
和
田
小
６

年
戸と

ぐ
ち
だ

口
田
祐ゆ
う

君（
12
）の「
子
供
を
守
る
人

を
ぼ
く
が
守
る
」が
千
葉
県
推
進
委
員
会

委
員
長
賞（
県
知
事
賞
）を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
、
小
中
学
校
４
８
８
校
か
ら
、

１
万
５
７
４
５
点（
小
学
生
７
１
４
５
点
、

中
学
生
８
６
０
０
点
）の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

入
賞
作
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
で
も

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

の
あ
い
さ
つ
だ
け
は
し
て
い
ま
し
た
。
母

か
ら
、「
小
さ
な
町
だ
か
ら
、
ど
ん
な
人
で

も
ご
近
所
さ
ん
、
し
っ
か
り
あ
い
さ
つ
し

て
。
自
分
が
知
ら
な
く
て
も
み
ん
な
祐
君

の
こ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
る
の
。
顔
を
早

く
覚
え
て
も
ら
っ
て
。」

と
言
わ
れ
て
い
た
し
、
学
校
で
も
あ
い
さ

つ
し
よ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
あ
い
さ
つ
を
し
合
う
と
気
持
ち
が
い

い
か
ら
で
す
。

　

登
校
と
中
に
、
大
き
な
カ
ー
ブ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
道
路
ぞ
い
に『
庄
司
』と
表
札

の
あ
る
家
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
朝
ぼ
く
達
が
通
る
時
に
は
、
げ
ん
関

前
に
い
て
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」と
、
声
を
か
け
て

く
れ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。
雨
の
日

だ
っ
て
カ
サ
を
さ
し
て
立
っ
て
待
っ
て
い

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
ふ
つ
う
の
日
で

す
。

　

冬
の
あ
る
日
の
朝
、
庄
司
の
お
ば
あ
さ

ん
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。『
あ
れ
？
』と
は

思
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
ま
ま
登
校
し
ま
し

た
。

　

次
の
日
も
、
お
ば
あ
さ
ん
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
次
の
日
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

『
ど
う
し
て
か
な
。
病
気
と
か
ケ
ガ
を
し

「
子
供
を
守
る
人
を
ぼ
く
が
守
る
」

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
。」「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
っ
て
き
ま
す
。」今
日
は
、
庄
司
の
お
ば

あ
さ
ん
と
会
え
た
な
あ
。
そ
う
感
じ
る
事

が
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
ぼ
く
が
し

て
い
る
事
で
す
。

　

毎
朝
、
ぼ
く
達
は
集
団
登
校
し
て
い
ま

す
。
近
所
の
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が

一
列
に
並
ん
で
行
き
ま
す
。
ぼ
く
は
、
五

年
生
の
時
に
宮
崎
県
か
ら
千
葉
県
の
南
房

総
市
和
田
町
に
引
っ
こ
し
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ぼ
く
よ
り
年
上
の
人
が
い
な

か
っ
た
の
で
す
ぐ
に
班
長
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

班
長
は
、
車
が
飛
び
出
し
や
す
い
所
や

班
全
員
が
安
全
に
道
路
を
わ
た
る
ま
で
時

間
や
き
ょ
り
、
電
車
が
来
る
時
こ
く
前
に

ふ
み
切
り
を
わ
た
る
と
か
、
気
に
し
な
く

て
は
い
け
な
い
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
お

ま
け
に
、
す
ぐ
後
ろ
を
歩
く
一
年
生
の
歩

く
速
度
は
、
思
っ
て
い
る
よ
り
ゆ
っ
く
り

で
十
歩
ぐ
ら
い
歩
い
た
ら
ふ
り
向
い
て
確

認
し
な
い
と
、
ぼ
く
と
間
が
は
な
れ
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

五
年
生
の
一
年
間
は
、
毎
日
学
校
に
来

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

て
い
る
の
か
な
。
明
日
の
朝
は
い
る
か

な
。』気
に
な
っ
て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

四
日
目
の
朝
お
ば
あ
さ
ん
は
い
た
！

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
、
あ
い
さ
つ
し
て
き
た
の
で
思
わ
ず
、

「
あ
っ
昨
日
と
か
ど
う
し
て
た
ん
で
す

か
？
。」と
聞
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
か
ぜ
を
引
い
て
起
き
ら
れ
な
か
っ
た
の

よ
。」

ほ
っ
と
し
た
ぼ
く
は
、
通
り
過
ぎ
な
が

ら
、

「
い
っ
て
き
ま
す
。」

と
言
い
ま
し
た
。
ふ
つ
う
の
日
は
特
別
な

日
の
事
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
あ
い
さ
つ

す
る
人
の
顔
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
や
っ
て
し
っ
か
り
見
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
色
々
な
事
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
あ
の
人
の
家
は
こ
こ
な
ん
だ

な
。

　

花
の
植
え
か
え
を
し
た
な
。
あ
の
人

は
、
い
つ
も
自
転
車
で
通
っ
て
る
な
。
今

か
ら
仕
事
に
行
く
の
か
な
、
今
日
は
ま
だ

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
だ
な
、
い

つ
も
七
時
に
は
開
い
て
い
る
の
に
な
、
と

か
で
す
。

　

よ
く『
子
ど
も
見
守
り
運
動
』で
近
所
の

人
が
子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

気
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
で
も
反
対
に

ぼ
く
に
も
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

第
64
回『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に

戸
口
田
君(

和
田
小
６
年)

が
県
知
事
賞
を
受
賞
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か
。『
子
ど
も
を
守
る
人
を
ぼ
く
が
守
る
』

で
す
。
あ
い
さ
つ
で
ぼ
く
の
顔
を
覚
え
て

も
ら
う
。
で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
れ
る
人
の
顔
を
覚
え
、
そ
の
人
を
知

る
。
ふ
つ
う
の
人
を
知
っ
て
、
ふ
つ
う
で

は
な
い
日
に
気
が
付
く
。
安
全
に
登
校
す

る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
去
年
に
は
出

来
な
か
っ
た
け
ど
六
年
に
な
っ
た
今
な
ら

出
来
ま
す
。

　

だ
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
し
ま

す
。
和
田
町
中
の
ご
近
所
さ
ん
の
顔
を
覚

え
ま
す
。
和
田
町
の
ふ
つ
う
の
日
を
知
り

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ふ
つ
う
で
は
な

い
地
し
ん
な
ど
の
自
然
災
害
の
あ
っ
た
日

に
気
付
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
で
、

ぼ
く
を
見
守
る
人
を
ぼ
く
が
見
守
る
事
が

出
来
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
、
ぼ
く
が

し
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
元
気

に
し
っ
か
り
あ
い
さ
つ
す
る
事
と
ふ
つ
う

の
日
が
特
別
な
日
で
良
か
っ
た
と
思
う
事

で
す
。

　

ぼ
く
は
庄
司
の
お
ば
あ
さ
ん
の
お
か
げ

で
こ
の
事
に
気
付
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

で
も
こ
れ
は
、
だ
れ
に
で
も
出
来
る
事
だ

と
は
思

い
ま
せ

ん
か
。

　

市
議
会
で
は
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た

重
要
な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
政
を
見
近
に
知
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

傍
聴
手
続

　

手
続
は
簡
単
で
す
。
氏
名
、
住
所
、
年

齢
を
受
付
簿
に
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

　

議
場
は
、
市
役
所
本
館
２
階
で
す
。

３
月
定
例
会
の
予
定

開　
　

会　

２
月
25
日（
水
）　

一
般
質
問　

２
月
27
日（
金
）・
３
月
２
日（
月
）

市
議
会
ネ
ッ
ト
中
継

　

傍
聴
に
来
ら
れ
な
い
人
も
本
会
議
の
映

像（
生
中
継
）を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

↓ 
市
議
会 

↓ 

市
議
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

議
会
事
務
局

　
　

☎
33
―
１
１
１
１

　

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
３
月
を

『
南
房
総
市
民
感
謝
月
間
』と
し
、
市
内

在
住
者
を
対
象
と
し
た
、
お
得
な
入
園
プ

ラ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
特
別
優
待
内
容
】

期
間　

３
月
１
日（
日
）か
ら
３
月
31
日

（
火
）

特
典　

入
園
料　

大
人（
高
校
生
以
上
）通

常
２
８
０
０
円
が
２
０
０
０
円

小
人（
４
歳
〜
中
学
生
）通
常
１
４
０
０
円

が
１
０
０
０
円

　

在
住
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
、
学
生
証
な
ど
）を
チ
ケ
ッ
ト
売
場

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
の
割
引
券
・
優
待
券
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

シ
ニ
ア
割
引
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
団
体
・

旅
行
業
者
扱
い
は
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド　

　
　

☎
04
―
７
０
９
３
―
４
８
０
３

・
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

　

部
隊
を
指
揮
す
る
幹
部
を
養
成
し
ま

す
。

応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

３
月
１
日（
日
）か
ら
５
月
１
日（
金
）

一
次
試
験

　

５
月
16
日（
土
）

・
予
備
自
衛
官
補

　

自
衛
隊
経
験
の
な
い
人
が
、
大
学
生
、

会
社
員
な
ど
の
ま
ま
で
訓
練
に
参
加
で
き

る
制
度
で
す
。

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

３
月
24
日（
火
）ま
で

試
験

　

４
月
10
日（
金
）か
ら
４
月
13
日（
月
）ま

で
の
い
ず
れ
か
１
日
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

（
13
日
は
予
備
日
。）

　

　

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部

　
　
　

 

館
山
分
駐
所　

　
　
　

 

☎
22
―
０
３
８
５

　
　
　

 

☎
０
９
０
―
９
１
４
５
―
２
６
６
６

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
で「
南
房

総
市
民
感
謝
月
間
」を
開
催

自
衛
官
募
集
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１
月
11
日
、
平
成
27
年
成
人
式
が
白
浜

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
者
は
、
平
成
６
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
生
ま
れ

の
市
内
中
学
校
卒

業
生
お
よ
び
市
内

在
住
者
の
４
２
２

人
で
、
出
席
者
は

３
４
０
人
で
し

た
。

　

式
で
は
、
記
念
撮
影
、
南
総
み
よ
し
烈

華
隊
の
演
舞
や
安
房
八
幡
太
鼓
の
演
奏
の

ほ
か
、
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
と
し
て
、
新

成
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
出
来
事
や
中
学

時
代
の
思
い
出
、
故
郷
の
魅
力
な
ど
を
上

映
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
、「
新
成
人
の
誓
い
」
で
は
、

髙
橋
一
真
さ
ん
（
三
芳
地
区
）
と
村
上
未

紗
さ
ん
（
三
芳
地
区
）
の
２
人
が
、
こ
れ

ま
で
無
事
成
長
し
て
き
た
感
謝
の
気
持
ち

と
今
後
の
夢
と
希
望
に
つ
い
て
力
強
い
誓

い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
千
倉
総
合
運
動
公
園
で
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
勝
一
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
消
防

団
員
２
３
４
人
が
参
加
し
、
関
係
者
や
多

く
の
来
賓
が
見
守
る
な
か
、
服
装
点
検
や

ポ
ン
プ
車
操
法
演
技
や
小
隊
訓
練
を
行
い
、

寒
空
の
も
と
規
律
正
し
い
動
作
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

功
績
者
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

な
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

消
防
出
初
式

ま
ち
の
話
題
　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

消
防
庁
長
官
退
職
報
償　

銀
杯　

前
副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
川　

徹

前
副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
義
明

前
副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
昭
夫

前
副
団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
橋
太
一

前
第
４
支
団
第
３
分
団　

分
団
長　

小
早
川
豊

前
第
２
支
団
第
２
分
団　

分
団
長　

渡
邉
秀
明

前
第
５
支
団
第
４
分
団　

分
団
長　

茂
木　

忍

前
第
６
支
団
第
２
分
団　

分
団
長　

松
田
浩
史

前
第
６
支
団
第
１
分
団　

分
団
長　

野
口　

誠

前
第
６
支
団
第
２
分
団　

副
分
団
長　

青
木
博
行

前
第
６
支
団
第
１
分
団　

副
分
団
長　

折
原
正
則

前
第
４
支
団
第
３
分
団　

班
長　
　

大
平　

悟

前
第
６
支
団
第
２
分
団　

班
長　
　

坂
本
観
隆

前
第
５
支
団
第
１
分
団　

班
長　
　

藤
井
智
徳

前
第
６
支
団
第
４
分
団　

班
長　
　

関
上
正
哉

前
第
４
支
団
第
１
分
団　

団
員　
　

永
井
政
明

前
第
４
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　

宇
山
尚
希

前
第
３
支
団
第
３
分
団　

団
員　
　

小
芝
剛
史

前
第
２
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　

堀
海
武
寛

前
第
２
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　

岩
撫
和
之

前
第
１
支
団
第
１
分
団　

団
員　
　

仲
島
貴
祐

千
葉
県
知
事　

功
労
章

第
７
支
団
第
２
分
団　

分
団
長　
　

池
田
和
哉

第
４
支
団
第
４
分
団　

団
員　
　
　

安
西
一
夫

千
葉
県
知
事　

精
勤
章

第
４
支
団
第
４
分
団　

分
団
長　
　

福
原
正
人

第
４
支
団
第
１
分
団　

分
団
長　
　

保
田
勝
実

第
３
支
団
第
３
分
団　

分
団
長　
　

溝
口
守
之

第
４
支
団
第
３
分
団　

分
団
長　
　

星
野
伸
一

第
６
支
団
第
３
分
団　

分
団
長　
　

川
名
政
徳

千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

第
７
支
団　
　
　
　

副
支
団
長　
　

武
山
英
世

第
６
支
団　
　
　
　

副
支
団
長　
　

小
島　

盛

第
１
支
団　
　
　
　

副
支
団
長　
　

福
原
由
尚

千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

第
１
支
団　
　
　
　

副
支
団
長　
　

山
田
隆
治

第
２
支
団　
　
　
　

副
支
団
長　
　

狩
野
昌
也

第
３
支
団　
　
　
　

副
支
団
長　
　

川
名
雅
明

千
葉
県
消
防
協
会
安
房
支
部
長
感
謝
状

千
葉
県
消
防
操
法
大
会
出
場
選
手

第
６
支
団
第
２
分
団　

班
長　
　
　

平
井
良
治

第
６
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　
　

加
藤
大
輔

第
６
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　
　

小
柴
悠
奨

第
６
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　
　

石
井
健
二

第
６
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　
　

矢
部
一
幸

第
６
支
団
第
２
分
団　

団
員　
　
　

石
井
博
明

南
房
総
市
長
感
謝
状

富
浦
町
原
岡
区
夜
警
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

区
長　

吉
川
進

分列行進

安全・的確な
ポンプ車操法演技

成
人
式

 

新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
を
祝
う
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中学校ごとの記念撮影中

新成人の誓い

南総みよし烈華隊の演舞が新成人を祝いました

市長挨拶

2015年2015年
南房総市南房総市
成人式成人式
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雇
用
な
ど
の
対
策
も
必
要
で
す
が
、
交
流

人
口
の
増
加
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

国
に
お
い
て
進
め
て
い
る
地
方
創
生
に
つ

い
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
す
で
に
市
役
所
内
で
検

討
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
南
房
総
市
は
、

来
年
度
で
合
併
10
年
目
と
な
り
ま
す
。
今

後
国
か
ら
の
支
援
も
縮
減
さ
れ
て
い
く
中

で
、
よ
り
一
層
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

終
わ
り
に
市
民
、
企
業
の
皆
さ
ま
の
や

る
気
を
支
え
、
市
の
活
性
化
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

叙
勲
受
章
者
の
紹
介
や
来
賓
祝
辞
の
ほ

か
、
観
光
大
使
の
Ｄ
Ｊ　

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ
（
こ
う
さ
く
）
さ
ん
の
挨
拶
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
千
葉
市
の
青
葉
の
森
公
園

芸
術
ホ
ー
ル
で
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
に
長
年
尽
力
し
、
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
た
佐
久
間
節
子
さ
ん
は
総
務
大

臣
表
彰
を
、
鎌
田

夫
さ
ん
は
千
葉
県
知

事
表
彰
を
、
込
山
君
子
さ
ん
は
千
葉
県
統

計
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

　

１
月
18
日
、富
山
小
学
校
を
会
場
に
、「
第

47
回
新
春
富
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
７
１
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
学
の
部
か
ら
一
般
の
部
の
５
部
門
に

分
か
れ
、
３
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
個
人
、
団
体
戦
を
競
い
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
春
を
思
わ
せ
る
暖

か
な
陽
気
の
中
、
新
春
の
富
山
路
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

 

新
春
富
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

 

統
計
功
労
者
表
彰

 
新
春
賀
詞
交
歓
会

　

１
月
17
日
、
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、

内
房
商
工
会
（
和
泉
善
久
会
長
）、
朝
夷
商

工
会
（
川
名
浩
司
会
長
）、
市
の
３
団
体
に

よ
る
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
１
６
人
が
参
加
し
、
主
催
者
を
代
表

し
て
石
井
市
長
か
ら
、「
昨
年
は
災
害
の
多

い
年
で
し
た
。
３
年
間
か
け
て
実
施
し
て

い
る
防
災
無
線
の
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ

ル
へ
の
移
行
も
予
定
ど
お
り
本
年
度
で
終

了
し
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
被

災
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
対
策

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、

挨拶する石井市長

総
務
大
臣
表
彰
（
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
）

佐久間節子
（千倉地区）

千
葉
県
知
事
表
彰

鎌田 夫
（和田地区）

千
葉
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

込山君子
（千倉地区）

中学生女子の部、スタートのようす
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の

名
門
、
リ
バ
プ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
昨
年
12
月
12
日
（
金
）、

英
語
ス
ク
ー
ル
が
１
月
20
日
（
火
）
に
開

校
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
５
〜
12
歳
が

対
象
で
単
な
る
サ
ッ
カ
ー
指
導
だ
け
で
な

く
「
人
間
を
育
て
る
」
と
い
う
リ
バ
プ
ー

ル
流
の
指
導
を
実
施
、
英
語
ス
ク
ー
ル
は
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と
し
、
３

か
国
で
指
導
し
て
き
た
英
国
講
師
が
海
外

の
語
学
学
校
同
様
な
年
代
ご
と
の
分
か
り

や
す
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準
備
し
、
発
音

や
読
み
方
を
重
視
し
ま
す
。

　

市
は
、
平
成
25
年
６
月
に
「
ス
ポ
ー
ツ

の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策
定
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か

ら
、
既
存
の
社
会
体
育
施
設
で
あ
る
丸
山

運
動
広
場
を
使
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に

着
眼
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、
東
京
五

輪
に
先
駆
け
て
の
「
お
も
て
な
し
」
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
お
よ
び
英
語
ス

ク
ー
ル
は
随
時
生
徒
を
募
集
し
て
お
り
、

興
味
の
あ
る
人
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
㈱
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ー
ジ

　

12
月
15
日
、
富
浦
中
学
校
の
１
年
生
が
、

富
浦
町
漁
協
（
組
合
長 

鈴
木 

直
一
）
の
協

力
で
全
国
的
に
も
珍
し
い
地
元
特
産
の「
大

葉
わ
か
め
」
の
養
殖
を
体
験
し
、
作
り
育

て
る
漁
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 
リ
バ
プ
ー
ル
Ｆ
Ｃ 

公
認
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
・
英
語
ス
ク
ー
ル
開
校

 

ワ
カ
メ
の
植
付
け
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た

クラブハウス（英語スクール実施場所）

メ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
☎
03
―

５
７
８
９
―
５
７
８
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
10
日
、
白
浜
小
学
校
の
５
年
生
は
、

白
浜
町
海
女
連
絡
協
議
会
（
会
長 

渕
辺 

重
房
）
の
協
力
で
ワ
カ
メ
の
植
付
け
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
海
風
が
吹
く
寒
さ
の

中
、
自
分
の
名
前
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト
も

一
緒
に
取
り
付
け
、
２
月
の
収
穫
を
楽
し

み
に
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
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1月28日（水）に実施されました
●  南房総市がタイ工業省とパートナーシップに関するMOU（覚書）
　 を締結

　1月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

2月の2月の

有料広告 有料広告

く
だ
さ
い
。

　

　

 

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

   

☎
43
―
１
１
１
５

   

FAX　
43
―
１
１
１
４

　

Ｅ
メ
ー
ル
： 

　

 chiba-pfrc@
m
z.pref.chiba.

lg.jp

　

最
新
の
嶺
岡
牧
研
究
で
わ
か
っ

た
嶺
岡
牧
の
姿
を
学
び
ま
す
。

と
き　

２
月
22
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
３
時

と
こ
ろ　

酪
農
の
さ
と
酪
農
資
料

館内
容　

講
演　
「
嶺
岡
牧
を
発
掘

す
る
」宮
城
大
学  

日
暮
晃
一
さ
ん

募
集
定
員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

　

　

県
酪
農
の
さ
と

　
　
　

☎
46
―
８
１
８
１

　

２
歳
か
ら
４
歳
児
の
親
子
が
取

り
組
ん
だ
ア
ー
ト
作
品
展
。
幼
い

　

体
力
測
定
を
行
い
、
自
分
の
体

力
に
つ
い
て「
気
付
き
」を
与
え
、

個
人
ご
と
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
こ
と
で
体
力
向
上
の

き
っ
か
け
作
り
を
行
う
企
画
で
す
。

　

基
礎
体
力
の
低
下
し
た
人
で

も
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
監

視
・
指
導
の
も
と
、
安
全
か
つ
的

確
に
体
力
向
上
を
期
待
で
き
る
内

容
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

３
月
15
日(

日)　

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ　

安
房
地
域
医
療
セ
ン

タ
ー　

募
集
定
員　

20
人（
40
歳
〜
70
歳

位
ま
で
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
27
日（
金
）

※ 

申
し
込
み
時
に｢

み
ん
な
の
健

康
教
室｣

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
３
月
上
旬
の「
参
加

証
」発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
当
日
参
加

不
可
）

　

　

安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

   

☎
25
―
５
１
１
１(

平
日
午

後
１
時
か
ら
午
後
５
時)

○
水
産
研
究
の
最
前
線
を
見
て
み

よ
う
！

と
き　

３
月
１
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

県
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
千
倉
町
平
磯
２
４
９
２
）

内
容　

・
試
験
研
究
成
果
発
表

「
魚
の
脂
を
簡
単
に
測
れ
る
装
置

の
開
発
に
つ
い
て
」ほ
か

・
体
験
学
習

「
漁
業
調
査
船
見
学
」ほ
か　

募
集
定
員　

先
着
50
人（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
期
限　

２
月
23
日（
月
）

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い（
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、
連

絡
先
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

 

第
２
回
み
ん
な
の
健
康

教
室
参
加
者

 

嶺
岡
牧
セ
ミ
ナ
ー

 

キ
ッ
ズ
親
子
＆
小
学
生

の
ア
ー
ト
展

 

千
葉
県
水
産
総
合
研
究

　

  

セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
参
加
者

お
し
ら
せ

ぼ
し
ゅ
う
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な
が
ら
も
個
性
的
な
表
現
に
富
ん

だ
作
品
が
い
っ
ぱ
い
。
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
と
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

来
年
度
の
ク
ラ
ス
の
参
加
者
も

募
集
し
ま
す
！

　

入
場
は
無
料
で
す
。

と
き　

３
月
７
日（
土
）か
ら

　
　
　

10
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

枇
杷
倶
楽
部
ギ
ャ
ラ

リ
ー

　

 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
オ
レ
ン
ジ
」

　
　

☎
28
―
４
２
８
８

　

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の
耐
震

性
の
相
談
。
要
予
約
、
相
談
無
料
。

と
き　

３
月
４
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時

と
こ
ろ　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

　

　

管
理
課

　
　
　

☎
33
―
１
１
０
２

　

旧
富
山
町
竹
内
に
女め
お
と
い
し

夫
石
と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
り
ま
す
。

　

富
浦
町
居
倉
と
の
境
に
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
女
夫
石
な
ど
と
い
う
粋

な
名
が
付
い
て
い
る
か
は
、
そ
の
山
の
頂
上
に
登
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
女
夫
石
と
呼
ぶ
、
楕
円
形
の
石

が
２
個
と
、
も
う
１
個
の
小
さ
い
石
が
あ
る
の
で
す
。

　

２
個
の
大
き
な
石
は
、
や
っ
と
人
が
通
れ
る
ほ
ど
の
間
隔
を
置
い
て
、

女
夫
の
よ
う
に
並
び
、
そ
こ
に
小
石
が
子
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

不
思
議
な
の
は
、
そ
の
辺
り
に
は
同
じ
形
を
し
た
石
が
な
い
の
で
、
ど

う
し
て
、
そ
こ
だ
け
に
楕
円
形
の
石
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

　

幾
千
年
前
か
の
昔
、
山
の
神
が
ど
こ
か
ら
か
運
ん
で
き
て
、
石
組
み
を

し
た
と
し
か
思
え
な
い
、
神
秘
的
な
感
じ
が
し
ま
す
か
ら
、
山
の
尾
根
を

行
き
交
う
山
の
神
の
門
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
の

話
で
す
が
、
竹
内
の
人
た
ち
は
、
女
夫
石

山
に
仕
事
に
行
く
と
、
必
ず
頂
上
ま
で
登

り
、
女
夫
石
を
撫
で
て
、
一
廻
り
し
た
そ

う
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
夫
婦
仲
が
良
く
な
り
、

良
い
子
に
も
恵
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
た

か
ら
で
す
。

第 106 話
生稲謹爾

「女夫石」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

人口の動き(平成27年２月1
日現在）は、広報みなみぼう
そうお知らせ版３月号（2月
26日発行）に掲載します。

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
出
張
介
護
個
別

相
談
会

 

住
宅
耐
震
相
談

そ
う
だ
ん

　

介
護
の
こ
と
、
介
護
保
険
の

こ
と
、
何
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い（
相
談
無
料
）。

　

で
き
れ
ば
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

３
月
５
日（
木
）と
み
う
ら
元
気

倶
楽
部

３
月
15
日（
日
）富
山
公
民
館

３
月
25
日（
水
）三
芳
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

　

時
間
は
、
ど
の
会
場
も
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま

で
で
す
。

相
談
員　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
房
地
区
）

　
　

☎
20
―
４
０
６
０

　
　

 

健
康
支
援
課

　
　

☎
36
―
１
１
５
２
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安
房
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
開
通
に
よ
り
、
平
坦
に
整
地

さ
れ
た
大
貫
地
区
共
有
地
で
す
が
、
そ
の
後
、
何
も
活
用

さ
れ
ず
、
雑
草
が
生
い
茂
る
遊
休
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
区
民
の
有
志
に
よ
り
大
貫
区
共
有
財
産
管
理
会

の
了
解
を
得
て
、
こ
の
場
を
区
民
の
新
た
な
交
流
の
場
と

し
て
い
こ
う
と
、
平
成
24
年
４
月
に「
大
貫
春
菜
会
」を
設

立
し
ま
し
た
。
約
６
７
０
０
㎡
も
の
広
大
な
土
地
に
食
用

菜
花
を
栽
培
し
、
２
月
上
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
食
用
菜
花

摘
み
農
園
を
開
園
し
、
観
光
客
な
ど
に
有
料
で
摘
み
取
り

体
験
や
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
方
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
開
催
し
た「
大
貫
春
菜
ま
つ
り
」で

は
、
菜
花
料
理
の
試
食
会
、
し
い
た
け
の
駒
打
ち
体
験
、

梅
の
植
樹
会
な
ど
に
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
菜
花
摘
み

を
は
じ
め
、
菜
種
油
の

搾
油
や
、
梅
・
ひ
ま
わ

り
の
植
栽
に
よ
る
通
年

の
花
景
観
づ
く
り
、
展

望
台
の
整
備
、
し
い
た

け
の
栽
培
・
販
売
、
直

売
所
の
充
実
な
ど
も
行

い
、
活
動
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　

代
表　

川
名　

繁

　
　

☎
０
８
０
―
１
０
１
６
―
７
２
４
７　

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
２
月
号

平
成
27
年
２
月
12
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
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会
長　

川
名　

繁　

委
員
24
人昨年１２月には「食育」の一環として、

千倉小児童に食用菜花の苗を植えてもらいました。

ＮＨＫ「おはよう日本」の取材

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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  http://civil.m
boso-etoko.jp/


